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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
並
び
に
事
業

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
一
変
し
、
社
会
は
大
き
く
変
化
す
る
な
ど
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
３
密
を
回
避
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
対
面
で
接
触
す
る
活
動
は
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
こ
の
問
題
が
早
期
に
解
消
し
、
安
心
し
て

活
動
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

集
団
接
種
も
無
事
に
終
え
る
と
も
に
河
合
町
町
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
に
よ
り
人
々
が

集
ま
る
こ
と
に
制
限
を
さ
れ
、
人
間
関
係
の
希
薄
が
懸
念

さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
っ
と
も
身
近
な
地
域
で
活

動
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

謹賀新年

河
合
町
長　

清
原　

和
人

社
会
福
祉
法
人　

河
合
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

渡
邉　

八
重
子

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令和４年 元旦

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
は
、『
人
と
ふ
れ
あ
い　

や

さ
し
さ
に
出
会
い  

住
ん
で
よ
か
っ
た
河
合
町
』
と
い
う

基
本
理
念
を
推
進
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
並
び
に
関
係
機
関
等

の
多
く
の
方
々
と
一
緒
に
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
近
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
や
台
風
・
地
震
な

ど
自
然
災
害
に
よ
る
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
内
で
災
害
が
発
生
し
た
際

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
を
町
と
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
昨
年
は
、
災
害
時
に
対
し
て
の
他
機
関

と
の
連
携
協
働
に
向
け
て
、
一般
社
団
法
人
法
隆
寺
青
年

会
議
所
と
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
の
協
定
の
調
印

を
結
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と
な
り
各
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

く
、
地
域
に
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
い
葛
藤
の
中
、
新
た

な
活
動
の
形
を
模
索
し
た
１
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
、
災
害
時
に
お
け
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
な
ど
、
数
多
く
の
委
託
事
業
に

お
い
て
、
充
実
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
の
福
祉
事
業
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
に
も
各
種
関

係
機
関
と
し
っ
か
り
連
携
し
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
河
合
町
を
目
指
し
て
、
今
後
も
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
地
域
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



［令和 3 年 11 月 10 日　調印式］

社 協 だ よ り 社 協 だ よ り（ 3 ）令和４年１月号 令和４年１月号（ 2 ）No. ８3 No. ８3

　河合・上牧・王寺 3 町の社会福祉協議会と法隆寺青年
会議所で「災害時における協力体制に関する協定」を結
びました。
　これにより、町内に災害が起こり、社会福祉協議会が
災害ボランティアセンターを設置した際に、人員の派遣、
必要な備品や資材、機材などの提供や貸与を協力して頂
けることになりました。
　また、日頃から顔の見える関係づくりのために、訓練、
研修にも参加して頂けます。
　渡邉会長は挨拶で「日頃から顔の見える関係作りを行
えることは防災への取組みと併せて地域福祉活動に大き
く影響が生じるものと期待しています」とあいさつを行
い、来賓参加して頂いた清原町長も「社会福祉協議会が
青年会議所と協力体制を結んでいただけることに心強く
感じております。」と祝辞を頂きました。
　社会福祉協議会は、これからも住民の方の生活を守る
ために町内企業と連携を図り防災に取組んでまいります。

　河合町福祉政策課の調査で住民の 6 割強の方が自宅で出来る限り過ごしたいと回答され
ています。その反面、奈良県では、7 割の方が病院で、2 割弱の方が自宅で最後まで過ご
された報告がなされています。（厚生労働省　平成 30 年　人口動態統計より）この数字
は全国で 3 番目に在宅での看取りが多い報告がなされていますが、皆様のご希望に添える
結果とは程遠いとも考えています。
　自宅で最後まで過ごすには、「家族に迷惑がかかる」、「介護者が不在」等の問題もあり
難しいことですが、介護保険制度等の在宅サービスを活用してできる範囲で自宅で過ごせ
ることもできることを皆様に広く知って頂きたいと考え、町内３事業所の訪問看護ステー
ションが合同で資料を取りまとめ、自分たちの実
体験をもとに出前講座を実施しています。
　自治会や団体、地域での寄り合いの際にお声を
頂きましたら、看護師が講師となり集会所や老人
憩の家などに行かせて頂きます。
　一人でも多くの方に訪問看護ステーションがで
きることを知って頂き、人生の選択の幅を広げて
頂きますようお願いします。
　出前講座の申し込みは社会福祉協議会までご連
絡ください。お待ちしております。

～訪問看護ステーションがお手伝いできること～

～法隆寺青年会議所との協定～災害時の協力体制を強化！

住み慣れた家で最後まで過ごすために

～奈良県社会福祉協議会長表彰及び共同募金会長表彰～

　11 月 19 日に奈良県社会福祉大会が開催され、町内で地域福祉活動や福祉活動にご協
力頂いた方、共同募金運動に積極的に取り組んで頂いた学校及び団体の方が表彰されま
した。当町からも多数の方が表彰をされました。おめでとうございます。ありがとうご
ざいます。今後とも、よろしくお願いします。

泉台地区民生児童委員

社会福祉協議会　監事
ふれあいまちづくりの会

町立河合第二小学校

髙岡会長 永岡会長 東野校長 宮迫校長

手話サークル「かわい」

松　岡　氏

荒　木　氏

星和台地区民生児童委員
柏　木　氏

広瀬台地区民生児童委員
井　上　氏

ボランティア団体表彰 社会福祉協議会役職表彰
社会福祉協議会の監事をボランティア
で 10 年以上続けて頂きました

共同募金運動75年記念 奈良県共同募金会 会長表彰

奈良県社会福祉協議会　会長表彰

35 年にわたり、戸別
募金運動にご協力を
頂いています。

総代・自治会長会 民生児童委員協議会
昭和 61 年から街頭募
金の立哨でご協力を
頂いています。

平成 23 年より、学校募金運動のご協力を頂
いております。

町立河合第一小学校

地域の助け合いとして地域福祉活動
を 10 年以上続けて頂いています。

おめでとうございます！これからもよろしくお願いします

民生児童委員表彰 身近な相談相手として地域で 10 年以上活動をして頂いています。

表彰



社 協 だ よ り 社 協 だ よ り（ 5 ）令和４年１月号 令和４年１月号（ 4 ）No. ８3 No. ８3

相談するには、どうすればいいの？

地域の福祉ニーズに応えるって？
社協って？　事業運営や活動するのにお金は？

本町の特性として、近隣６町に比べて高齢化率が高いため、高齢福祉に特化し
た事業が多いのが現状です。
例えば、一人暮らし高齢者等の方を対象とした見守り支援としての配食サービ
スや地域の居場所つくりとして、「いきいきサロン」、「しゃきっと教室」を展
開しています。また高齢や障害の方の外出支援としての福祉有償運送事業を
展開しています。現在の社協の取組みは、高齢者に特化しているため、今後は、
児童や子育て世代の方々に支援やネットワークが構築できるようにアプロー
チを行っていきたいと考えています。

営利を目的とする団体ではないため、社協では町事業の委託を頂いたり、
民間助成金を頂き事業を推進しています。そのため、事業を運営、継続す
るには非常に弱い団体です。
毎年、皆様にご協力を頂いている活動協力金や共同募金運動も地域福祉事
業に活用しています。
住民の皆様が、活動協力金や共同募金で社協を支えて頂いております。
社協は、皆様のご協力なしでは存続できないため、皆様のお力添えが必要
です。

今回は社会福祉協議会を皆様に知って
頂きたく、活動内容などをご紹介しま
した。次号（4月号）では社会福祉協
議会活動の具体的な状況を事業単位で
ご紹介します。
見て頂き、少しでも社会福祉協議会活
動に関心を抱いていただければ幸いで
す。
次号は、
「生活支援の取組みについて」を
　　　　　　　　　　　　特集します。

社協へ直接ご連絡を頂ければ、ご相談をお伺いします。必要であればご自
宅にお伺いすることも可能です。また、直接にご連絡をして頂くことが難
しい場合は地域の民生委員の方などを通じてご連絡を頂いても結構です。
また、メールや Fax でも大丈夫です。
　メール：kawai_shakyo@ybb.ne.jp
　Tel. 0745-58-2734   Fax. 0745-56-3820

社協ってなに？

社協ってどんな活動しているの？

そもそも、「社協（しゃきょう）」ってなに？

社会福祉協議会の略称です。正式名は、少し長いので社協（しゃきょう）と呼
びます。
皆様が、生活のしづらさを感じた際に、高齢・障害サービス等を役場に申請さ
れると思います。しかし、役場ではできることに制限があり、解決しない場合
があります。そのため、社協が生活に困難を感じておられる方とボランティア
等で支援を希望される方をマッチングさせ、「いつまでも　住んでよかった　
河合町」と皆様に言って頂ける街づくり、地域づくりを行っています。

～河合町社協は、こんな活動をしています！～
●福祉有償運送事業（送迎サービス）：高齢者等の方を対象に買物や通院支援
●ふれあいいきいきサロン事業（通いの場）：地域の居場所つくり
●配食サービス事業（見守り）：お弁当の配食で高齢者の見守り
●コロナ特例貸付の相談業務（生活困窮）：生活福祉資金の貸付事業　
●日常生活自立支援事業（生活支援）：金銭管理、郵便物の管理のお手伝い
●地域包括支援センターの運営：町の総合相談窓口
●ボランティアセンター事業：ボランティアに関する相談や支援　等
●災害ボランティアセンターの運営：災害時のボランティアの調整・支援　等
このように皆様の声（意見）を聞いて実施している事業です。



ボランティアセンター事業 生活支援体制整備事業編

社 協 だ よ り 社 協 だ よ り（ 7 ）令和４年１月号 令和４年１月号（ 6 ）No. ８3 No. ８3

ボランティアセンター事業

現在、ボランティアセンターでは、ボランティア検
討会を立ち上げ、町内のボランティアについての情
報を管理するため「ボランティアリスト」を作成し
ています。（まだまだ未完成ですが…  ）

取り組み紹介！

【ボランティア検討会】

【ボランティアリスト（案）】

ボランティアセンター 駅

ボランティアリストの中に出来
る方がいるよ！
だけど、まだまだボランティア
リストも足りないところがある
から、地域の困りごとを少しで
も解決できるように、どんどん
増やしていかなくちゃ！！

	 主担当）	 遠藤　　
	 副担当）	 弓戸、松尾

社協内事業間連携

現在、ご協力いただいたアンケート調査から、困
りごとや新たな地域活動者の整理を行なっており、
右記チラシの中にある困りごとを解決するための
新たな取り組みを当事業で計画しています

【お問合せ先】　
河合町社会福祉協議会
電話 0745-58-2734 　FAX 0745-56-3820

取り組み紹介！

そうだ！
社協内の事業連携を活かしてボ
ランティアリストの作成に尽力
しているボランティアセンター
に相談してみよう！

地域で、ちょっとした
お手伝いをしてくれる
ボランティアさんは、
いないかなぁ…

地域福祉係 駅
生活支援体制整備事業

でも、活動開始するには、
まだまだ活動者が足りてい
ない現状です。

生活支援体制整備事業
	 主担当）	 松尾　　
	 副担当）	 弓戸、遠藤

【計画中のチラシ（見本）】

と



社 協 だ よ り 社 協 だ よ り（ 9 ）令和４年１月号 令和４年１月号（ 8 ）No. ８3 No. ８3

リサイクルマート「プラス」
西大和店

マクドナルド
法隆寺インター店

パティシエ トリコ

やきとり大吉　西大和店

つけもと株式会社

西大和星和台郵便局

医療法人康成会 星和台クリニック
㈱ヒラノテクシード

岡田取締役と清原町長

カレーハウスcoco壱番屋
法隆寺インター店

ファミリーマート
河合町池部店

炭火焼肉 鶴兆
西大和店

ドルチェカンパーニヤ
西大和店

藤岡医院川村医院

星和台薬局

西大和学園

㈱ヒラノテクシード

令和 3 年度募金総額　１，１７３，６８９円

＊ 11 月末日現在の数値のため、最終額ではありません。
（令和３年度目標額　１，２４２，０００円）

実績額 目標額
戸別募金 749,642 円 819,720 円
街頭募金 41,242 円 30,100 円
学校募金 34,865 円 62,100 円
職域募金 224,715 円 99,360 円
個人募金 2,000 円 2,000 円
その他募金 121,225 円 149,040 円

赤い羽根共同募金運動へご協力
ありがとうございました。

坂上医院医療法人健生会 河合診療所大浦内科クリニック

はえの医院

認知症グループホーム
アシスト緑の丘

みどり薬局スマイル薬局 広瀬台店

河合町立第一中学校河合町立第二小学校

河合町役場奈良ニッセイエデンの園

河合町立第一小学校

医療法人健樹会 むらかみ小児科

山下内科クリニック山下皮膚科クリニック



社 協 だ よ り 令和４年１月号（ 10 ）No. ８3

●詳しくは河合町役場福祉政策課でお問合せください。電話 0745-57-0200

河合町総合福祉会館『豆山の郷』内　河合町社会福祉協議会までご連絡ください。

社協だよりの詳細、ご質問につきましては……

☎ 0745-58-2734　 0745-56-3820

配食調理ボランティア募集

配食サービスをご存じですか？

　一人暮らしの方などの見守りも兼ねた配食サービスは利用者の方に
大変喜んでいただいております。
　河合町社会福祉協議会では配食サービスを実施しており、地域のボ
ランティア団体さんが作る家庭的なお弁当を調理し配達しています。
　しかし、調理されるボランティアの皆様も高齢に伴い、作り手不足
となっている現状です。毎月１回の活動でもご協力いただける方がお
られましたら、社会福祉協議会までご連絡お待ちしております。
※ボランティア団体への加入は必須ではありません。

活動日 　基本毎週第１金曜から第４金曜
　　　　　　（年末、年始、第５金曜は除く）

時　間 　午前８時３０分から２時間程度
場　所 　総合福祉会館　「豆山の郷」
食　数 　15 食程度

目　的
　在宅の一人暮らし高齢者等に食関連サービスの利用調整と配食サービスを提供するとと
もに、配達時の安否確認によって高齢者の状況を定期的に把握し、必要に応じ関係機関に
報告することにより住み慣れた地域で安心して生活を継続していく事ができるよう支援す
ることを目的としています。

対象者
　河合町在住で、６５歳以上の単身世帯、高齢者のみの世帯及びこれに属する高齢者であっ
て、老衰、心身の障害及び傷病の理由により調理できない方又は困難な方となります。期
間限定となりますが、退院をされた単身世帯、高齢者世帯で配偶者が入院した場合も対象
となる場合があります。
例えば
骨折し退院後も調理することが出来ず、しばらくの間不安がある方。等
何かあればご相談ください。

実施日
第１～第４金曜日（但、年末は第３週まで、年始は第１週休み）
※第５週がある月に関しては、５週目は無しとなります。
※配食当日が祝日の場合は、前日の木曜日などとなります。

利用料
１食につき３５０円
申請時に現在の状態の把握のために聞き取りや訪問をさせていただきます。
その後決定となりましたら配食サービスを利用していただけます。

月１回２時間
だけでも参加

してみませんか？


